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1 申込書はこちらの     に送ってください。 

行き先 経由 あて先 便り 

2 自分の專門以外には     がないという研究者が増えてきた。 

関係 干渉 交渉 関心 

3 メールにファイルを添付して送った。 

てんふ てんぶ てんぷ てんつけ 

4 受付から、迷子のお知らせです。 

めいご めいこ まいこ まいご 

5 彼はわずかの間に、すっかり白髪になった。 

はくぱつ しらが はくもう しろがみ 

6 少し、頭がこんらんしてきたので、話を整理しましょう。 

混乱 困難 困惑 混浴 

7 きっと、何かじじょうがあるのでしょうから、今はじっと待つしかありません。 

自条 事条 事情 自状 

8 あんななまけものの彼が、試験に合格できる     。 

ことだ ことか ものだ ものか 

9 緊張のため、食べ物がのどを通らない日が続いたが、このままでは病気になり     。 

かねない かねる きれる きれない 

10 たまには旅行に行って、山の温泉でのんびりしたいと思う。けれども、今の私には、お金     、

ひまもない。 

もあれば もなければ さえあれば さえなければ 

11 北国の冬は大変である。特に大雪の時は、雪が降り積もって、二階から出入りしなければならな

い     。 

までである うえである ほどである だけである 

12 宝くじが当たった。とても信じられなくて、まるで夢を見ている     。 

かのようだった ほかなかった うえであった おそれがあった 

13 今の老齢化社会を見ていると、自分の老後を考えずには     。 

なりません いられません できません すぎません 

14 代金をお支払いいただいてからでないと、商品はお渡し     。 

いけません なりません できます できません 

15 一週間     、環境問題についての世界的な会議が開かれた。 

にかけて にわたって におうじて において 
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 16 警察が取り締まりを強化したにもかかわらず、車のスピード違反は     。 

なかなかなくならない  きっとなくなるだろう 

なくなるかもしれない  ありえないだろう 

17 少年犯罪のニュースを聞くたびに、今の教育のあり方について     。 

考えられる 考えさせる 考えさせられる 考えかねる 

18 まさか、あの彼が自殺するなんて。あの天才と言われた彼が…。そう思うと残念で     。 

ありえません いられません かないません なりません 

19 ビジネスにおいては、まず、お客さん     営業であることを忘れてはならない。 

あっての に先立ち ながらの に伴い 

20 山下博士は世界的に有名な学者である。その博士     解けなかった問題を、どうして学生

の私が解けようか。 

にもまして たりとも をおいて ですら 

21 大地震の犠牲者は、ざっと数えても 3000人     。 

をくだらない にたえない にすぎない にかなわない 

22 社員とアルバイトでは責任が違う。しかし、アルバイトと     客の信用をなくすような態

度をとってはいけない。 

いえば いうなら いえども いうなり 

23 電話でけっこうです。わざわざ文書にするには     。 

およびません とどまりません かぎりません やみません 

24 不況に対する国民の不安を     、首相は自らの地位を守ることに必死である。 

そこに よそに あとに ほかに 

25 わたしは、日本のサラリーマンが家族を犠牲に     働くことに反対である。 

したからこそ したからには してこそ してまで 

26 新しい商品が入り     、ご案内の手紙を送らせていただきます。 

がてら 次第 つつ ながら 

27 経済を発展させるために、エネルギーは     ものだ。 

限りない 切っても切れない なくてはならない 計り知れない 

28 理由     、試験に遅れたら途中で教室に入ることは認めれません。 

かと思うと はともかくとして はもとより もさることながら 

29 あの人は体が大きい     、力がないね。 

からして にしては にしてみれば 割には 

30 伝統の技を守り続ける古いお店が多く残っているのは京都     のことです。 

ならでは といえども ともなると なりとも 

31 かみなりが落ちて、工場の中の機械     機械がすべて止まってしまった。 

いわば いわゆる という といった 

32 この仕事は経験のあるなし     、誰にでもできる仕事です。 

にかかわらず に限らず にもかかわらず のみならず 

33 理由は何であれ、他人を傷つけるようなことを言う     。 

べきだ べきではない べくもない べし 
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34 留学生会の代表を選ぶなら、チンさん     。 

に違いない にほかならない よりほかない をおいてほかにない 

35 彼の病気のことは、まだ、こうひょうされていない。 

公評 講評 公表 公開 

36 この先は工事をしているから     をしなければならない。 

通り道 帰り道 歩き道 回り道 

37 父は兄に自分の会社を     つもりだそうです。 

経営する 経営される 経営させる 経営してくれる 

38 私は慣れない国外の環境に戸惑う。 

とまとう とまどう どまとう どまどう 

39 彼の目が三角になっていたところをみて、非常に切羽詰っているようだ。 

せっぱつまって せっばつまって せっはねつまって せっはおつまって 

40 成田空港行きの飛行機は一部欠航している。 

けつごう けつこう けっごう けっこう 

41 山田さんは昨日飲酒運転で警察に逮捕された。 

いんしゅうんでん    いんしゅううんでん  

いんしゅううんてん   いんしゅうんてん   

42 副作用の少ない薬を使って治療を施す医者が増えている。 

はとこす はとごす ほどこす  ほどごす 

43 普段、仕事のことで頭がいっぱいのお父さんは子供の素朴な質問に対して答える余裕がない。 

そぽく  そぼく そっぽく そっぼく 

44 警察は、びっくりして呆気にとられたみたいだった。 

あほき ほっき あつけ あっけ 

45 彼は飽きっぽくて何をやってもこんきが続かない男だ。 

根気  今期 根木  魂気 

46 彼は他人の心を自由にあやつって思い通りに動かす人だ。 

扱って 敬って 操って 司って 

47 A：今晩 1杯いかがですか。Ｂ：仕事が手いっぱいでそれ     んです。 

だけではない どころではない ばかりではない までではない 

48 あさってのパーティーに参加するかどうかはその日体調     、決めさせていただきます。 

いかんで 問わず かかわらず 限らず 

49 今回の野球大会を     、私は選手生活から引退することにした。 

おいて よそに 皮切りに 限りに 

50 バーゲンセールのとき、デパートのドアが開く     、客はなだれのように押し寄せた。 

そばから が最後 とたん や否や 

51 彼はまるで馬鹿だと     目付きで私の方をずっと見ていた。 

言わんばかりの  言うわけにはいかない 

言ってばかりいる  言うまでもない 
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52 みんなが帰っていたあと、1 人きりで教室に取り残されたときの寂しさ     。 

といってやまない といったらない でないものでもない には当たらない 

53 国内旅行     、海外旅行となると事前の準備は山ほどあるよ。 

からといって にかかわらず ならいざしらず が早いか 

54 彼の無責任の発言     みんなは猛烈に攻撃を加えた。 

において  に際して によって に対して 

55 今日ではインターネット     、その日のうちに世界の出来事を知ることができる。 

に対して を通して をめぐって に際して 

56 帰国     先生の研究室に行って挨拶をしてください。 

に際して    に関して を通して によって 

57 北海道の海は夏でも冷たい。     、冬の海はどんなに冷たいことだろう。 

そこで  そのうえ  まして  しかも 

58 苦しい山道だったが、最後までがんばり     、やっと頂上にたどりついた。 

かけて すぎて かねて ぬいて 

59 バーゲン好きの彼女は、デパートのバーゲンが始まると     。 

目が高い  目の色が変わる  目が回る  目を疑う 

60 「すべて私に任せてください！」と社長の前で     以上で、もう後に引けない。 

見得をとった  見得を滑った  見得を言った 見得を切った 

61 仕事中に人と無駄話などをして     いないで、さっさと仕事を片付けなさい。 

油を売って 油を絞って  拍車をかけて  手がかかって 

62 今回の試験は難易度がかなり高く、私には     。 

頭が上がらない 頭に来る 歯が立たない 歯が立つ 

63 「何度失敗してもくじけず、立ち上がってがんばること」という意味に近いことわざは以下のど

れか。 

石の上にも三年 七転び八起き 河童の川流れ 馬の耳に念仏 

64 「いやなことなども知らないでおれば、なんでもないが、知れば心が乱れる。何も知らないでい

れば、心も穏やかだ」という意味に近いことわざは以下のどれか。 

渡る世間に鬼ばかり 弱り目にたたり目 噂をすれば影が差す 知らぬが仏 

65 井上さんはいつもにこにこしていて、     怒らない。 

とうてい さっぱり めったに いかにも 

66 彼は口が軽い男で、友達の秘密を     他人に話してしまった。 

ふと  どうやら あえて つい 

67 最近、隣のキムさんを見かけないので、     帰国したのではないかと思ったら、事故で入

院していたそうだ。 

どうりで てっきり 思わず あくまでも 

68 友達にさんざんお酒を飲まされて、酔っ払って     歩いている。 

いらいら ゆらゆら ぶらぶら ふらふら 
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69 試験の前の晩に友達に遊びに     、勉強ができなくなった。 

来て 来させて 来てくれて 来られて 

70 それでは早速ですが、皆さんの手元の資料を     。 

ご覧ください 拝見してください ご拝読ください 見られてください 

今日は、元中学教師で、現在は大学講師の松田さんを紹介します。中学教師時代には校内暴力で荒れ

た学校を立て直し、野球部を５回も日本一に導いた松田さん。（71）「自立型人間」を育てるのが何よ

り大事だと松田さんは言います。その指導方法の特徵は、まず具体的な目標を書かせることです。それ

に向けて自分の問題点をはっきりさせ、解決策を考えさせるのです。こうして、自ら考えて行動する人

間を育成するのが松田さんのやり方です。 

松田さんはさらに（72）職場での上司と部下の関係についても語っています。 

「ここに川があるとしましょう。この川を一緒に渡ろう、というのが先輩と後輩の関係。でも、上司

と部下は違う。川の向こう側に部下がいて、上司は部下をこちら側に渡って来させなければならない。

そのときに、やさしい声をかけていたら、部下のやる気は起こらない。部下の能力を高めてやろうと思

ったら、川のこっちと向こうとの対立関係を恐れてはいけない。  73  、部下を正しく評価すると

同時に、欠点もはっきり言うべきなんです。」 

松田さんは、「リーダーは、とにかく社員たちに関わってやることが重要だ」と言います。「褒める

のもオーケー、叱るのもオーケー。  74  関わってやること。それが大事なんだ」。大人が子供を

育てるときでも、教師が生徒を教えるときでも、上司が部下に接するときでも、基本的には同じだと言

うのです。 

71 「自立型人間」とは、どんな人間か。 

具体的な目標を持っている人間 自分で目標を立て、問題を解決する人間  

暴力を恐れず、チームを指導できる人間 自分の問題点をよく知っている人間 

72 「松田さん」が重視する職場での上司と部下の関係とは、どれか。 

上司と部下がお互いに協力し合って行こうとする関係  

上司と部下がお互いに能力を高め合おうとする関係  

上司と部下との間に距離を置いている関係  

上司と部下との対立を恐れず、厳しく接する関係 

73 に入れるもっとも適当な言葉はどれか。 

それよりも それにまして それにしても そのためには 

74 に入れるもっとも適当な言葉はどれか。 

とにかく とやかく といっても とすると 

75 「松田さん」が重要だと考える上司の態度は、どれか。 

笑ったり、怒ったり、できるだけ感情的に部下と接する。 

できるだけ多く部下と接する機会を作る。 

家族や先生のように、できるだけ親しく部下と接する。 

感情をおさえて、できるだけ冷静に部下と接する。 
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メイクの勘所は、舞台と客席の距離によって変化する。演劇の学校で教えていると、発表会のときな

ど生徒は時にオーバーなメイクをやりたがる。私が「客席が近いのだから、もう少し控えめに」といっ

ても、  76  聞こうとしない学生がいる。理由は（77）役に「化けたい」のである。自分以外のも

のになりたいのである。 

精神分析の世界で、ドラマ療法というのがある。役を演じることで、少しずつ心を開放していく療法

である。自分以外の人間になることで、自分という（78）呪縛から解放される。 

私たちは自分という呪縛から逃れられれば、かなり大胆になれる。 

役者にとって、メイクは自分以外のものになるのに重要な手段なのである。だから、経験の浅い演劇

学校の学生には、ある意味で「濃いメイク」は有効である。 

大胆になるために、自信をつけるために、メイクは有効といえる。 

数年前、若い女性という特殊メイクが流行った。ガン黒のメイクをする女性は一般的には、あまり美

しくない女性が多いといわれた。 

美人ならば、化粧品メーカーのモデルがやるようなメイクが似合うのである。  79  、美人でな

い人が、お手本のようなメイクをすると、かえって不自然になってしまう。 

ところが、ガン黒という、逆を行くようなメイクなら、やりすぎでもおかしくない。私は面白い現象

だと思った。目鼻立ちのよくない女性が、ガン黒で自信を持って町に出ている。そうやって、自信を持

つ方法もあるのだな、と。 

竹内一郎（2005）『人は見た目が 9割』新潮社より 

76   76  にはどの語が入るか。 

果たして 思い切って 必ずしも なかなか 

77 （77）「役に化けたい」とあるが、それはどういう意味を指しているか。 

オーバーなメイクをしないと、その役割を演じることができないこと 

客席が近いのだから、お客によりインパクトを与えること 

メイクを通して自分以外のものに変えたいこと 

自分自身を強調したいこと 

78 （78）「呪縛」の読み方として正しいものを一つ選びなさい。 

じゅうばく じゅばく じゅくばく じゅっぱく 

79   79  に入る適当な語はどれか。 

それなら それゆえに そこで  だが 

80 この文章の内容に合わないのはどれか。 

女性は自分自身から逃れられるために、オーバーなメイクをするのである。 

ガン黒のメイクをする女性は、自信をつけるためにそのメイクをしたのである。 

経験の浅い演劇学校の学生にとって、「濃いメイク」は自分以外のものになるのに重要な手段

なのである。 

大胆になるために、自信をつけるために、メイクは有効といえる。 


